
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.3. 衛星システム正弦波振動試験の全容と 
機械環境に関する今後の課題 
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質疑応答 
質問者① 株式会社セルスペース 世古様 

機械環境の全容や今後の課題について簡潔に整理して頂きまして誠にありがとうござい
ます。正弦波振動試験について、ご発表でもありました通り、中々分かりにくい試験という
部分もありまして、正弦波振動試験で確認すべきところは何なのか、出来ることは何で出来
ないことは何になるのかということを識別するというのは非常に重要なことだと考えてお
ります。その中で、システム振動試験で出来ないところは、コンポーネントの試験で検証し、
システム試験ではそのすべてをつなぎ合わせて検証するということで、そういった観点で
整理するのが重要だと思います。 

それから、正弦波振動では特に導波管等、中途半端に剛性を持って荷重パスになってしま
うようなところに関しては、解析でも中々モデル化されていない部分で、そこは正弦波振動
試験で実際に検証しなければ分からない部分になるかと思います。また、発表でアライメン
トに関するお話しもありましたが、正弦波振動試験前後での確認結果を基にアライメント
の妥当性を確認するという部分もありますので、そこからスペクトルの関係性等を統計的
に整理していけば正弦波振動の要件等もより明確になるのではないかと思いました。以上
コメントになります。 
 
発表者 

どうもありがとうございます。私の講演で足りない部分も補足頂きましてどうもありが
とうございました。まさしく、正弦波振動試験は、最終形態で行うというところに非常に大
きな意味があって、搭載機器でも、フラットなテーブルの上で加振してきているだけでござ
いますから、いわゆるシステム上に搭載されてシステムモデルと連成した場合、例えば機構
品であればアライメントとしての変化が変わるのかどうか等、そういった最終状態の検証
というのは非常に重要だと考えております。はたまた、出来ること出来ないことがあるとい
うのも実際のところでございます。その辺に関しては設計標準の活動等の中で、ぜひ議論を
深めていきたいと考えております。 
 
 
質問者② JAXA 環境試験技術ユニット 施様 

現場の生々しい実態をご発表頂きまして誠にありがとうございます。その中に、ベストエ
フォートという言葉がございましたが、CLA に対する到達率が 1.25 倍に至るものや 3〜4
割程度しか到達していないもの等様々なものに対してベストエフォートとして対応してい
るということで、JAXA の試験標準あるいは設計標準としてはもしそのような共通的な評価
方法・評価ポイントがあれば皆さんとぜひ委員会で議論させて頂いて反映をしていきたい
と思っているのですがご意見いかがでしょうか。 
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発表者 
中々、設計標準文書にベストエフォートと記載するというのは難しいところがあるかと

思います。やはり結果的に正弦波振動試験の性質としてベストエフォートになっている、と
いうのがございますけれども、ベストエフォートはなぜ許されるのかという観点に立ちま
すと、下位のサブシステムもしくはコンポーネントで十分に検証されている、もしくは製造
の工程として確立されている、というベースがあってこそベストエフォートというものが
成立し得るのだと思います。逆に、ベストエフォートの観点で言うとこれ以外の試験である
のかというのが思うところで、大体その他の試験というのは過剰な試験、ランダム振動試験
に関してもそうですし音響試験に関してもそうですし、そういった意味で、本日の講演でベ
ストエフォートの試験があるんだというのをお伝えすることが出来たかなと思います。 
 
 
質問者③ 三菱電機株式会社 吉田様 

ご講演どうもありがとうございました。こういった正弦波試験、100Hz 以下を対象とす
るような試験なのですが、人工衛星がだんだん大きくなるにつれて地上の構造物というか
建物に近いようなものになってきてその固有振動数もそれらに近いものになってきていま
すが、そういった日常構造物に比べて人工衛星は非常に高価なものであると考えておりま
す。美しい構造物を造って、そのような振動や音響に耐えられるようなものを造るというの
はゴールではあると思うのですけども、それに関わる試験であるとか開発に係るコスト、そ
ういうものを考えると、地上構造物で、例えば耐振の技術等で使われているようなロケット
側で免振や制振をする等、そういったことでコストを比較するとそちらの方が安くなると
いうような、そういったことは検討されていますでしょうか。 
 
発表者 

衛星側の者としましては直接的に回答するのは難しいのですけれども、衛星の中で言え
ば振動擾乱という課題が出てきていて、そこに対してアイソレータであるとかそういった
装置が出てきていて、従来であれば設計解析で何とかしていたのが構体として設計で考慮
していくもしくは制振していくというようなそういう時代になってきているというのは事
実だと思います。ロケット側でもやはりだいぶ環境の低減というところで、最近はローショ
ックのデバイスであるとかそういったものも取り入れられてきていると思っております。
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